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学習指導要領とは
テーマ１

学習指導要領とは、全国のどの地域で教育を受けても、
一定の水準の教育を受けられるようにするための
教育課程の基準のこと。
学習指導要領には、教科等の目標や大まかな教育内容が
告示として定められており、学校教育法施行規則では、
年間の標準授業時数等が定められている。
学習指導要領や年間の標準授業時間数を踏まえて、カリキュ
ラムを編成することが各学校に求められている。
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学習指導要領の変遷①
テーマ１

改訂年 特徴 背景等

1947
(昭和22)年

・最初の学習指導要領。法的拘束力はなく、試案という
位置づけ。
・戦前の教科であった「修身(公民)」「日本歴史」「地
理」を廃止。
・「社会科」「家庭科」「自由研究」の新設。

戦後すぐ急ピッチで作成された学習指導要領。
アメリカの「コース・オブ・スタディ」を範として作成
された。デューイの経験主義的な特徴を持つ。
廃止された教科は、戦争に導いたとされるもので、精神
的な面を支えた「修身」、天皇家の神話性を高めようと
する歴史観、侵略した中国や韓国などを国土に含めてい
た地理を廃しようというもの。
戦前男女は別の教育を受けていたが、「家庭科」は男女
共修のために創設。

1951
(昭和26)年

・前学習指導要領と同様に試案という位置付け。
・「自由研究」を発展的に解消し、小学校は「教科以外
の活動」に、中学校・高等学校は「特別教育活動」に。

急ピッチで作成された前回の学習指導要領を修正したも
の。教科間のつながりなどを考慮しての改訂。

1958・60
(昭和 33・
35)年

・教育課程の基準として「告示」されるようになり、法
的拘束力が明確化された。
・系統的な学習を重視。
・基礎学力の充実を図るために国語、算数の内容の再検
討と授業時数の増加。
・科学技術教育の向上を図るための算数、理科の充実。
・「道徳の時間」の特設。

経験主義的な教育によって、学力が低下・偏向している
との批判があり、系統主義的な学習を重視するように。
法的拘束力をもたせたこと、道徳の時間を特設したこと
で、戦前の教育の復活だという批判もあった。



学習指導要領の変遷②
テーマ１

改訂年 特徴 背景

1968・69・70
(昭和 43・ 44・
45)年

・「教育内容の現代化」を図った。
・理数系科目を中心に科学の発展に対応
した教育を重視。
・教育内容・授業時数がともに増加し、
量的にピークを迎える。

高度経済成長により、戦後の復興のみな
らず、経済大国としての発展を経験して
きたため、現状に合う教育内容が求めら
れた。理数系科目を中心に科学の発展に
対応しようとしたのは、経済発展だけで
はなく、スプートニク・ショックの影響
も大きい。

1977・78
(昭和 52・ 53)
年

・いわゆる「ゆとり重視」（ゆとりのあ
る充実した学校生活が送れるようにする
こと）への転換。
・ゆとりを実現するために、学習指導要
領を大綱化させる。
・教科内容の精選と授業時数の削減。
・学校裁量時間(ゆとりの時間)の新設。

1958年版以降、系統的学習(いわゆる詰
め込み教育)を続けた結果、学校教育が知
識の伝達に偏るとの批判を受け、知・
徳・体の調和の取れた発達を目指した。



学習指導要領の変遷③
テーマ１

改訂年 特徴 背景

1989
(平成元)年

・ゆとり教育の継承。
・思考力、判断力、表現力等を育もう
とする「新しい学力観」の提示。
・個性尊重の教育。
・小学校低学年に「生活科」の新設。
・高等学校の社会科を、「地理歴史」
と「公民科」に再編。
・「世界史」の必修化。

・前回の改訂以降、社会問題化したいじ
め・不登校・暴力行為、さらなる経済発展、
科学技術の進歩、高齢化などを受け、自主
的に学ぶこと、個性を尊重することが求め
られた。
・入学式、卒業式などでの国旗・国歌の取
り扱いを明確化。

1998・1999
(平成10・11)年

・完全学校週５日制の全面実施。
・「生きる力」を培うことがねらいに。
・小学校３年生以上に「総合的な学習
の時間」の新設。
・中学校・高等学校の「特別活動」で
「クラブ活動」を廃止。

これからの時代を生きるために「生きる
力」を育むことが目指された。そのために、
完全学校週５日制が必要であり、教育内容
の厳選、授業時数の削減が行われた。
基礎基本の習得と、教え込みではない授業
方法の採用、特色ある学校づくりが求めら
れた。



学習指導要領の変遷④
テーマ１

改訂年 特徴 背景等

2003
(平成15)年

・学力重視（「確かな学力」）路線に転換。
・学習指導要領は教える内容の「最低基準」と
なる。

・ゆとり教育による学力低下の
批判から一部改正を実施。
・PISAショック。

2008・2009
(平成20・21)年

・「生きる力」という理念の継承
・基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考
力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視。
・小学校高学年における「外国語活動」の新設。
・「総合的な学習の時間」の時間数削減。

・ゆとりか詰め込みかではなく、
バランスを取ることを大切に。
・2006年改正の教育基本法を踏
まえた改訂。

2015
(平成27)年

・一部改正
・「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」に変
更。

いじめの社会問題化。
→いじめ防止対策推進法にも関
心を持っておくこと。
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テーマ２

新学習指導要領 前文
これからの学校には、こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつつ、一人
一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値
のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り
越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよ
うにすることが求められる。このために必要な教育の在り方を具体化するのが、
各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程である。
教育課程を通して、これからの時代に求められる教育を実現していくためには、
よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共
有し、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、どのよう
な資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしな
がら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという、
社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。



学習指導要領②
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カリキュラム・マネジメント
テーマ２

各学校においては，児童や学校，地域の実態を適切に把握し，
教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で
組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価して
その改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確
保するとともにその改善を図っていくことなどを通して，
教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図ってい
くこと(以下「カリキュラム・マネジメント」という。)に努めるものとする。



カリキュラム・マネジメント 学習指導要領解説(p.41)

テーマ２

教育課程の編成に当たっては，教育課程に関する法令や各学校の教育目標が
定める教育の目的や目標の実現を目指して，指導のねらいを明確にし，教育
の内容を選択して組織し，それに必要な授業時数を配当していくことが必要
となる。各学校においては，教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等
を選択し，各教科等の内容相互の関連を図りながら指導計画を作成したり，
児童の生活時間と教育の内容との効果的な組み合わせを考えたりしながら，
年間や学期，月，週ごとの授業時数を適切に定めたりしていくことが求めら
れる。



カリキュラム・マネジメント 学習指導要領解説(p.41)

テーマ２

その際，今回の改訂では，「生きる力」の育成という教育の目標が教育課程の編
成により具体化され，よりよい社会と幸福な人生を切り拓くために必要な資質・
能力が児童一人一人に育まれるようにすることを目指しており，「何を学ぶか」
という教育の内容を選択して組織していくことと同時に，その内容を学ぶことで
児童が「何ができるようになるか」という，育成を目指す資質・能力を指導のね
らいとして明確に設定していくことが求められていることに留意が必要である。
教育課程の編成に当たっては，第1章総則第2の2に示す教科等横断的な視点に
立った資質・能力の育成を教育課程の中で適切に位置付けていくことや，各学校
において具体的な目標及び内容を定めることとなる総合的な学習の時間において
教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習が行われるようにすることなど，
教科等間のつながりを意識して教育課程を編成することが重要である。
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育成を目指す資質・能力の「三つの柱」
テーマ２

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力・人間性等」の涵養

（どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか）

（理解していること・できることをどう使うか）

未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力等」の育成

（何を理解しているか、何ができるか）

生きて働く「知識・技能」の習得

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

中教審答申
第１部－第５章２．
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特別の教科 道徳
テーマ２

2 第2の内容の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする
(1) 校長や教頭などの参加，他の教師との協力的な指導などについて
工夫し，道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実すること。



特別の教科 道徳
テーマ２

(4) 児童が多様な感じ方や考え方に接する中で，考えを深め，判断し，
表現する力などを育むことができるよう，自分の考えを基に話し合っ
たり書いたりするなどの言語活動を充実すること。

4 児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導
に生かすよう努める必要がある。ただし，数値などによる評価は行わ
ないものとする。
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